
第9巻　第11号

1に次いで頭部と胴体部との接続金具であると思う。

　鏡板は燃焼室の温度で加熱されることと，強度上の点

Atからこれに取り付けることは望ましくない．したがって

．加速度計は頭部，胴体部との接続金具に取り付けた．

第10図ZERO　DRIFT

　取付けは第11図に示すように4本の支柱に5φのね

℃を切り接続金具にナット止めした．横方向の振動防止

一および熱絶縁を考慮して機体の内面に密接するよう“0”

型耐熱ゴムリングを上下2ケ所に入れた．出力端子は接

・続金具に10φの孔をあけ，テレメータ入力端子に導び
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いた．

　電源スイッチおよび零点調整は機体平行部に孔をあけ

ドライバで，on，　offおよびバランスを取った．

　あ　と　が　き

　実験結果を総合すればカッパ皿型用の改良M－V型加

速度計はほとんど良好であったと思われる．ただ推進加

速度および減衰加速度を別々に取り出す場合は問題ない

が，皿型一3号機のように両者を並列接続して取り出す

場合は電池の消耗に伴うdriftに関してまだ多少の工夫

改良の必要があり，これについては今後電池および電気

回路について研究を加え安定したものに仕上げて行くつ

もりである．なお本加速度計の検定は，池田研究室の遠

心加速度試験機を使わせていただき，使用に当っては，

池田研究室ならびに森研究室の諸氏にご指示，ご協力し

ていただいたことを，ここに紙上を借り厚く謝意を表す

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1957．10．4）
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第11図　カッパW型頭部組立図
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1・　ま　え　が　き

　カッパ］1［型ロケットの飛しょう特性を調べるために

皿型1・2・3号機のコーン平行部に改良M－V型加速

度計（本号，加速度計の項参照）を搭載した．加速度計

本来の目的は，計測された加速度を2回時間に関して積

分し，ロケットのtrajectory　まで求めることであった．

しかし風によるロケットの分散，重力加速度による飛し

ょう角の変化等加速度測定と平行してロケットの姿勢を

測定しなければならぬ諸量が皆無のため，軌道計算には

多くの仮定が必要となる．加速度計から測定される加速

度は機体軸に沿うものであるが，風の影響を無視し飛し

ょう径路に一致するものと仮定した．この加速度に対す

る仮定の下に，速度，飛しょう距離等を求めた．皿型3

号機に関しては，さらに2，3の仮定を設け高度一速度

曲線まで求めてみた．

　2・m型1号機

　　袈

　　度

　旦
　農
　吾

　重　　a5　”　z5　望、鰍鯉
　　　第1図皿型1号機の加速度一時間曲線

　第1図はテレメー・タ地上記録器の出力回路より電磁オ

ッシロの入力端子に接続し，H型振動子を使い記録した

皿型1号機の加速度一時間曲線である．第2図は第1図
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を時間に関して図式積分した結果得られた速度一時間

曲線である．この結果によると皿型1号機のburnout

脚
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第2図　皿型1号機のBooster燃焼
　中の時闇一速度（70°発射）
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第3図　皿型1暑機Booster燃焼中
　　　　の飛しょう特性

velocityは理論

値と実験値とは

ほとんどL致す

る．

　第3図は第2

図をさらに時間

で図式積分した

飛しょう距離一

時間曲線で，さ

らにこれに速度

をplotした．

この結果から見

ると，皿型ロケ

ットはランチャ

ー移動1．5mで

これを離脱する

ため，この時の

速度は約20mls

である．

　第4図は燃焼中のX軸方向（ロケットの縦軸）の加

速度にsuperposeした高周波の振動数を示す．第5図

はこの振幅を示す．

　3．III型2号機
　推進加速度計は62g，減衰加速度は11　gまで測定で

きるよう板ばねのstiffnessを改良したものを搭載した．

推進加速度は
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第4図
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　験に際しては
　main　rocketの

　purnoutまで十

　分に記録をとる

　　ことができた，
2．5

皿型1暑機の燃焼中の振動数しかし推進加速

露翻
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第5図皿型1号機燃焼中の生じた振
　動の振幅（X軸方向）

度計の板ばね

stiffnessを増

加したにもかか

わらずbooster

燃焼開始直後で

saturate　して

いる．

　第6図は，皿

型2号機のペン

書き記録器の記録結果である・第7図は推進・減衰加速

度を同一時間軸に書き直し，加速度計特性曲線および第6
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図に基いて加速度一時間曲線に書き換えたものである．

第8図は第7図を時間に関して図式積分し，加速度を速

度に直し，速度一時間曲線に書き換えたものである・こ

れによるとブPt一スタの燃焼直後の速度は理論値より約

100m／s大きいことが判った．メイン・ロケットの燃焼

特性は，理論値とほとんど一致している．なおブースタ

燃焼完了からメイン・ロケット点火まで空気抵抗による

速度減衰勾配がほとんど一致している点から，本ロケッ

トの性能計算に使用した空気抵抗係数，空気密度変化率

等性能計算に重要な諸量はかなり信頼できる値を使用し

ていることが判った．第8図を時間に関して積分して飛

しょう距離一時間曲線を求め発射角を考慮して，高度一速

度曲線を求めたものを第9図に示す．

　4．皿型3号機
　カッパ皿型2号機のブースタ燃焼中，加速度計がsa・

turateしてしまったため，推進加速度計は＋75gまで

測定できるよう板ばねを調節した．減衰加速度計は一10

gまで測定出来る様調節した．飛しょう実験の結果，全

飛行中の記録をテレメータすることができた．したがっ

て2，3の仮定は有るが加速度地上記録を解折しこれを

2回積分して到達高度，飛しょう時間，最大速度等皿型

ロケットの飛しょう性能を得ることができた・

　しかし予想以上にメイン・ロケットの燃焼直後の速度

が大きかったため，空気抵抗が増大し，減衰加速度はメ

イン・ロケット燃焼直緩より約0・45secの間saturate

している．デー・一・一タ整理に当っては過去1号，2号実験結

果からこの間の予想曲線を引いて行った・

　なお本記録を整理するに当り次の仮定をした．

　①風による分散無視
　②ブースタ，メイン・ロケット共燃焼中は飛しょう

　　角一定

　③ブースタ燃焼後およびメイン燃焼後の飛しょう角

　　は理論計算を基にして推定した

　第10図は皿型3号機に搭載した改良M－V型加速度

計の出力特性より，地上記録結果を整理し加速度一時間

曲線に書き換えたものである．この結果によるとブース

タ燃焼中の最大加速度は＋68g，メイン・ロケットの最

大加速度は＋63gである．減衰加速度はメイン・ロケ

ット燃焼完了直後が最も大きく，この時一11・1gであ

ることが判った．

　なお皿型3号機の飛しょう時間は約130secであるが

全飛しょう中の記録を記載すると莫大なスペースを要す

るため，ロケット点火から25secの問まで記載した．

　第11図は第10図を図式積分して求めた速度一時間

曲線を示す．第11図によるとブースタ燃焼直後の速度

は750m／s，メイン・ロケットの燃焼直後の速度　（最大

速度）は1，205m／・（M－3・5）であり理論値より約230

m／s大きく出てvる．
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第6図　皿型一2号ペン書記録

一500

　　　　　　　　第7図皿型一2号加速度一時間曲線

　第12図は第11図を図式積分すると共に前記仮定に

基いて整理した高度一速度曲線を示す．

　5．　結　び

　過去数回にわたり本形式の加速度計を搭載したがいず

れも大体良好な結果が得られた・特に皿型1，2，3号に

ついては十分であったと思う．今までの実験を通じて感

ずることは，例え同一typeのロケット・エンジンであ

っても燃焼のinitial　temPerature等から搭載計器に加
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第10図皿型3号加速度一時間曲線
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第11図　皿型3暑　速度一時間曲線
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第8図　11［型2暑　速度一時間曲線
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　　　　　　第9図　皿型一2暑　高度一速度曲線

わる最大加速度は違うことである．前回の実験結果から

次回搭載の加速度をできるだけ高感度のものを使つて，

しばしば加速度計をsaturateさせてしまった．（1957．10．7）
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第12図　皿型3号機
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